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騨
と
は
佛
心
で
あ
る
。
佛
心
と
は
宇
宙
の
妙
膣
に
し
て
、
有
と

無
を
離
れ
、
是
と
非
を
絶
し
、
迷
悟
凡
聖
を
超
脱
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
丈
字
を
以

て
現
す
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
叉
知
識
を
以

て
思
辮
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。
此
の
如
き
眞
理
は
経
典
中

に
は
存
在
せ
す
、
繹
尊
以
來
今
も
な
ほ
不
断
に
活
躍
し
て

一
切
物

中
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
己
自
ら
實
際
に
そ
の
眞
理

に
鯛
れ
そ
れ
の
味
識
、
換
言
す
れ
ば
眞
理
の
概
念
を
作
る
の
で
な

く
、
眞
理
そ
の
も
の
に

一
致
す
べ
き
で
あ
る
。
故
に
…騨
は
文
字
言

語
の
世
界
を
出
で
た
る
眞
の
盟
験
の
世
界
に
入
り
て
始
め
て
知
り

得
ら
る
。
帥
ち
主
客

一
罷
物
我
不
二
の
境
を
超
え
て
主
客
未
分
前

換
言
す
れ
ば
第

一
者
の
境
、
天
上
天
下
唯
我
猫
曾
の
境
界
の
艦
得

で
あ
る
。六

組
大
師

の
中
心
思
想

「
宇
宙
無
双
日
、
乾
坤
唯

一
人
」
の
境

の
盟
験
、
こ
れ
を
叉
法
身

の
艦
得
と
も
云
ふ
。
此
盧
に
到
り
始
め
て
、
生
死
な
く
修
誰
な
き

純

一
絶
劉
者
の
艦
得
で
あ
る
。
こ
れ
を

意
識
的
に
云
へ
ば
、
意
識

の
獲
源
た
る
意
識
艦
系
の
中
心
意
識
の
禮
得
で
あ
り
、
宗
敏
哲
學

藝
術
の
母
胎
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
叉
超
認
識
の
境
地
で
あ
る
か

ら
、
知
識
を
以

て
計
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
實
参
實
誰
以
て

艦
達
し
得
る
の
み
で
あ
る
。
其
の
思
想
た
る
や
概
念
的
で
は
な
く

必
す
其
の
根
底
を
大
悟

の
自
誰
内
に
有
す
る
が
故
に
、
そ
の
大
悟

の
自
謁
内
に
有
す
る
が
故
に
、
そ
は
大
悟
の
表
示
、
叉
は
…教
化
の

垂
語
で
あ
る
。
然
し
今
は
思
想
と
し
て
老
察
す
る
こ
と
玉
す
る
。

(
二
)

慧
能
の
思
想
は
明
か
に
法
寳
壇
経
に
よ
つ
て
.
看
取
す
る
こ
と

を
得
。
行
由
第

幽
に
曰
く
、

(
こ

紹



山ハ
祀
大
師

の
中

心
思
粗
心

,

便
至
黄
梅
禮
拝
五
阻
、
組
問
日
、
汝
何
方
人
、
欲
求
何
物
。
慧

能
封

日
、
弟
子
是
嶺
南
薪
州
百
姓
、
遠
來
禮
師
.
惟
求
作
佛
、

不
求
絵
物
。
組
言
、
汝
是
嶺
南
入
、
又
是
猫
燈
、
若
爲
堪
作
佛

慧
能

日
、
人
錐
有
南
北
、
佛
性
本
無
南
北
、
猫
猿
身
與
和
省
不

同
、
佛
性
有
何
差
別
。
五
祀
更
欲
與
語
、
且
見
徒
衆
総
在
左
右

乃
令
随
衆
作
務
。
慧
能
日
啓
和
尚
、
弟
子
自
心
常
佳
智
慧
不
離

自
性
、
卿
是
輻
田
、
未
審
、
和
省
敏
作
何
務
。
祀
云
、
這
猫
燈

、
根
性
大
利
、
汝
更
勿
言
、
看
槽
廠
去
、
慧
能
退
至
後
院
。
有

一

行
者
、
差
慧
能
、
破
柴
踏
雄
.
経
八
月
籐
。
組

一
日
、
忽
見
慧

能
、
日
吾
思
汝
之
見
可
用
、
恐
有
悪
人
害
汝
、
途
不
與
汝
言
、

汝
知
之
否
。
慧
能
日
、
弟
子
亦
知
師
意
、
不
敢
行
至
堂
前
令
人

不
畳
。

こ
れ
人
々
本
具
個
々
圓
成
の
佛
性
を
現
ぜ
ば
、
そ
の
ま
玉
成
佛
で

あ
り
、
人
に
は
差
別
あ
れ
ど
も
、
佛
性
は
無
差
別
で
あ

つ
て
、
何

人

も
作
佛
す
る
事
が
出
來
る
と
云

ふ
こ
と
を
明
に
せ
ん
と
し
た
の

で
あ
る
。
此
の
如
く
相
見
の
當
初
に
卒
直
に
、
自
己
の
見
解
を
表

示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
五
組
は
彼
が
大
乗
の
法
器
な
る

を
見
辮
し
て

「
根
性
大
判
」
と
構
讃
し
て
ゐ
る
。

「弗
子
自
心
常

(
二
)

佳
智
慧
不
離
自
性
帥
是
幅
田
し
と
云

へ
る
は
最
も
六
組
の
宗
旨

を
明
に
し
た
慮
で
あ
る
。
天
桂
の
海
水

一
滴

に
是
れ
を
註
繹
し
て

曰
く
。

自
心
者
、

一
切
衆
生
、
本
畳
眞
性
、
亦
名

自
性
。
常
性
智
慧
者

非
假
修
而
生
、
非
期
謹
而
得
、
亦
然
不
生
、
漿
鑑
明
徹
。
故
覗

嘉
能
妙
、
而
通
寒
暖
、
不
慮
而
知
直
、
是
眞
如
正
畳
、
自
爾
常

知
、
大
智
光
明
、
遍
照
法
界
、
自
心
有
者

也
。

一
は
自
性
観
の
根
幹
.
他
は
般
若
観

の
根
源
で
あ
る
。
こ
れ
を
見

て
も
、
不
知
文
字
の

一
樵
夫
と
し
て
は
言
明
し
難
き
語
で
あ
り
、

彼
の
識
見
の
相
當
卓
越
し
て
ゐ
た
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
◎
勿

論
二
概
念
の
根
底
に
は
自
性

の

一
概
念
が
存
し
て
お
る
の
で
あ
る

次

に
六
組
得
法
の
偶
に
就

て
、
紳
秀
と
比
較
考
察
す
る
こ
と
玉

す
る
。
神
秀
曰
く
o

身
是
菩
提
樹
o

心
如
明
鏡
藁
。

時

々
勤
彿
拭
。

勿
使
惹
塵
埃
。

此
の
偶
を
呈
し
て
許
可
せ
ら
れ
ざ
り
し
は
、
未
だ
蜀
境
を
認
め
て

主
客
の
爾
頭
を
裁
断
せ
ざ
り
し
に
由
る
の
で
あ
る
。
慧
能
曰
く

菩
提
本
無
樹
。

明
鏡
亦
非
豪
。

艇



本
來
無

一
物
。

何
塵
惹
塵
埃
。

暉
に
於
け
る
無

一
物
の
本
擦
は
即
ち
こ
れ
で
あ
る
。
無

一
物
と
は

何

等
把
捉
す
る
も
の
な
き
輩
な
る
室
の
如
く
、
誤
解
せ
ら
る
曳
か

も
知
れ
な
い
が
、
實
は
然
ら
す
し
て
、
恰
も
秋
の
碧
室
の
如
き

一

鐵
の
雲
も
な
く
、
見
渡
す
限
り
晴
れ
や
か
に
、
何
れ
を
見
て
も
涯

し
な
き
天
室
海
澗
と
し
た
心
境
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
心
境
こ
そ

眞
俗
二
諦
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
聖
諦
と
い
ふ
如
き
思
想
の
流
れ

も
裁
断
し
て
、
胸
中
何
等
の
幡
も
な
く
、
眞
に
清
澄
そ
の
も
の
で

あ
つ
て
、
初
め
て
順
逆
縦
横
與
奪
自
在
と
、
何
等
の
障
も
な
い
自

由
な
作
用
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
佛
も
な
け
れ
ば
、
法
も
な

く
、
迷
も
な
け
れ
ぽ
、
悟
も
な
く
、

一
切
を
超
越
し
た
解
睨
境
で

あ
る
。
達
摩
大
師
の

「廓
然
無
聖
」
と
云
は
れ
た
の
も
こ
墨
に
存

す
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
無

一
物
と
は
實
に
破
鏡
の
照
す
暉
智
の
光

明
そ
の
も
の
で
あ
る
◎
眞
に
無

一
物
な
る
も
の
で
あ
つ
て
こ
そ
、

圓
韓
活
達
、
往

々
と
し
て
可
な
ら
ざ
る
は
な
く
、
自
由
に
其
れ
自

身
を
表
現
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

「
山
花
開
似
錦
、
澗

水
湛
如
藍
」
(績
大
藏
経
正
法
眼

藏
巻
第
一
ノ
下

)
と
は
墾

物
中
に
見
ら
れ
た
る
無

審
藏
な
る
自
己
の
姿
で
な
か
ら
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、

一
切
を
脱

.

六
胆
大
師

の
中
心
思
想

し
た
眞
に
自
由
な
立
場
に
於
、け
る
自
己
相
で
あ
る
。

棘
秀
の
偶
は
道
を
修
む
る
方
法
を
述

べ
、
慧
能
の
偶
は
菩
提
を

打
破
し
、
明
鏡
を
否
定
し
て
、
そ
の
徹
悟
底
を
述

べ

て
ゐ

る

か

ら
、
彼
が
六
組
と
な
り
た
る
は
當
然
の
こ
と
で
あ
る
。
紳
秀
は
漸

進
的
修
行
法
を
読
き
、
煩
悩
を
次
第
に
彿
拭
し
て
、
以
て
菩
薩
道

に
入
る
べ
き
を
論

い
た
の
で
、
コ

問
不
知
」
と
自
ら
標
榜
し
た
の

で
あ
る
。
慧
能
は
、

一
朝
直
入
的
に
何
等
の
手
段
方
法
を
用
ぴ
す

し
て
、
如
來
地
に
透
徹
す
べ
き
を
敏

へ
て
ゐ
る
。
こ
れ
も
と
よ
り

各
自
の
性
格
に
よ
る
は
勿
論
な
る
も
、
其
の
開
悟
の
因
縁
が
、

一

方
は
金
剛
経
の

「慮
無
所
佳
而
生
其
心
」
の
言
葉
に
よ
り
て
頓
悟

し
、
頓
悟
暉
と
な
り
、
他
方
は
前
述
の
偶
の
示
す
が
如
く
、
漸
次

的
佛
拭
的
に
悟
入
す
る
漸
修
暉
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
こ
、
に
於

て
爾
者

の
識
見
の
相
違
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。

廓
然
無
聖
の
如
き
境
地
を
、
遊
戯
三
昧
と
も
構
す
る
。
か

瓦
る

三
昧
の
境
地
を
獲
得
す
る
の
第

一
要
件
と
し
て
.
見
性
即
ち
自
己

本
來
の
塞
的
心
性
の
活
動

の
妙
機
を
徹
見
す
る
。
換
言
せ
ぱ
、

一

切
の
執
着
を
離
脱
し
、
矛
盾
を
越
え
、
普
遍
愛
當
的
な
大
我
の
作

用
に
燭
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
暉
を
得
ん
と
す
る
者
は
、
何
人
も

(
三
)



六
祀
大
師

の
申

心
思
想

先
づ
此
の
見
性
の
關
門
を
通
過
せ
す
し
て
暉
を
得
ん
と
す
る
こ
と

は
、
絶
錫
に
不
可
能
で
あ
る
。
暉
に
於
け
る
見
性
は
、
斯
の
如
き

重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
何
故
に
見
性
が
重
要
な
り
や
、
そ
は
言
ふ
迄
も
な
く
、

絶
封
知
の
獲
得
で
あ
る
。
即
ち
相
封
知
や
、
経
験
知
は
、
成
程
卒

常

の
卒
穏
無
事
の
揚
合
に
は
、
何
等
の
差
障
り
も
な
く
、
順
調
に

蓮
ぼ
れ
て
行
く
も
の
で
あ
る
が
、

一
朝
自
己
の
経
験
以
外
の
事
に

遭
遇
す
る
と
、
往
々
に
し
て
そ
の
方
途
を
失
ひ
、
何
等

の
用
を
も

な
さ
な
く
な
る
も
の
で
あ
る
◎
そ
れ
で
醐
は
経
駿
と
比
較
と
を
、

主

要
な
構
成
要
素
と
し
て
ゐ
る
所
の
相
封
知
と
離
れ
た

一
つ
の
立

揚

を
建
設
し
て
、
其
の
立
揚
か
ら
し
て
必
要
な
揚
合

々
々
に
慮
じ

て
、
相
劉
知
や
経
験
知
を
慮
用
し
、
以
て
事
に
封
慮
せ
ん
と
す
る

の
で
あ
る
。
こ
玉
に
於

て
相
封
知
以
外
の
立
揚
を
建
設
す
る
爲
に

見
性
の
必
要
が
生
じ
、
そ
れ
に
よ
つ
て
絶
翻
知
の
獲
得

へ
と
進
む

の
で
あ
る
。
斯
の
如
く
見
性
は
騨
の
生
命
で
あ
り
、
暉
は
宗
教
の

極
致
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
生
命
の
極
致
と
は
、
大
悟
の
内
容
に

屡
し
、
言
読
の
相
を
以

て
表
現
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
唯
自

己
自
ら
の
内
的
生
活
に
突
入
り

て
、
活
躍
せ
る
妙
機
の
全
罷
を
直

(
四
)

畳
す
る
以
外
に
道
は
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
慧
能
は
法
林
寺
に
於

て
、
自
性

の
清
浮
性
の
中
心
た
る
こ
と
を
示
し
て
、
見
性
成
佛
す

る
こ
と
を
渤
め
て
ゐ
る
。
行
由
第

一
に
は

「
善
知
識
菩
提
自
性
本

來
清
浮
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
取
り
も
直
さ
す
壇
纒
に
於
け
る
彼

の
思
想
の
根
幹
で
あ
る
。
天
桂
は
こ
れ
に
註
繹
を
施
し
て
、
左
の

如
く
論
明
し
て
ゐ
る
。

夫
菩
提
自
性
、
本
然
清
浮
、
虚
婁
室
妙
、
而
離
名
相
、
絶
理
知

故
、
道
極
構
日
菩
提
。
乃
是
自
心
異
號
、
故
経
云
、
欲
知
菩
提

當
了
自
心
、
若
了
自
心
、
帥
了
菩
提
、
心
與
菩
提
、
眞
實
之
相

,畢
寛
推
求
不
可
得
。
同
盧
室
故
、
菩
提
無

所
誰
相
、
無
能
讃
相

菩
提
畢
寛
無
諸
相
故
乃
至
、

一
切
智
智
及
菩
提
、
從
心
而
生
、

心
之
實
相
、
本
清
浮
故
。

そ
の
所
謂
清
浮
と
は
染
浮
等
の
妄
念
を
離
脆

し
た
る
意
味
で
,
畢

寛
絶
樹
境
に
あ
る
自
性
を
、
抽
象
的
に
詮
表

し
た
る
に
過
ぎ
ぬ
の

で
あ
る
o
般
若
第
二
に
、

何
名
摩
詞
。
摩
詞
是
大
。
心
量
廣
大
、
猫
如
盧
室
。
無
有
邊
畔

亦
無
方
圓
大
小
、
亦
非
青
黄
赤
白
、
亦
無
上
下
長
短
、
亦
無
唄

無
喜
.
無
是
無
非
、
無
善
無
悪
、
無
有
頭
尾
。
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と
云
つ
て
ゐ
る
。
是
総
て
の
甥
立
を
越

へ
た
猫
自
的
な
存
在
性
を

清
浮
と
名
付
け
た
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
術

,

善
知
識
、
自
性
能
含
萬
法
是
大
。
萬
法
在
諸
人
性
中
。
若
見

一

切
人
之
悪
與
善
、
鑑
皆
不
取
不
捨
、
亦
不
染
着
、
心
如
虚
室
、

名
之
爲
大
。

自
性
は
萬
法
の
母
で
あ
り
、

一
切
法
を
能
ぐ
生
す

る
こ
と
を
明
示

し
て
ゐ
る
。
不
取
不
捨
不
染
着

の
故
に
、

一
切
に
樹
し
て
貧
愛
憎

悪
の
念
な
く
、
心
大
海
そ
の
も
の
で
あ
る
。

一
切
を
超
越
す
る
こ

と
は
。

一
切
を
容
る
玉
の
意
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

善
知
識
。
心
量
廣
大
、
遍
周
法
界
。
用
帥
了

々
分
明
。
鷹
用
便

知

一
切
。

一
切
帥

一
、

一
帥

一
切
。
去
來
自
由
、
心
艦
無
滞
、

師
是
般
若
。

と
述
べ
て
、
清
浮
的
絶
封
性

の
客
観
的
作
用
を
読
い
て
ゐ
る
。
「
去

來
自
由
心
匿
無
滞
」
と
は
、
解
脱
自
在
の
機
用
を
示
し
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
機
用
に
よ
り
て
始
め
て
暉
的
作
用
は
嚢
揮
す
る
の
で

あ
る
。
叉
此
の
機
用
あ
り
て
こ
そ
、
宗
教
的
救
濟
も
獲
生
し
、
哲

學
的
教
理
も
顯
現
す
る
の
で
あ
る
。
救
濟
、
教
理
の
背
後
に
眞
如

の
自
性
あ
り
て
」
無
限

の
力
と
深
遠
な
理
法
が
存
在
す
る
の
で
あ

山ハ
胆
大
師

の
{甲
心
思
想

る
。
頓
漸
第
八
に
曰
く
、

一
日
師
告
衆
日
、
吾
有

一
切
、
無
頭
無
尾
無
名
無
字
無
背
無
面

諸
人
還
識
否
。

婁

に
は
本
來
無

一
物
と
云
ひ
、
今
却

つ
て
有

一
物
と
云
ふ
。
こ
れ

論
理
的
に
は
矛
盾
を
冤
れ
ざ
れ
ど
も
、
先

の
無

一
物
は
頭
尾
名
字

等
無

一
物
の
意
味
に
し
て
、
今
は
無
相

の

一
物
を
示
し
て
、
彼
が

罷
験
せ
る
佛
性
叉
は
法
性
を
、
直
に
提
げ

て
示
し
た
の
で
あ
る
。

法
性
又
は
佛
性
も
絶
樹
的
立
揚
よ
り
云

へ
ば
、
有
相
の
言
葉
で
あ

る
。次
に
佛
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
疑
問
第
三
に
佛
向
性

中
作
、
莫
向
身
外
求
、
自
性
迷
邸
是
衆
生
、
自
性
畳
帥
是
佛
。

と
あ
る
、
佛
と
は
も
と
よ
り
客
灘
的
存

在
者
の
意
に
非
す
し
て
、

自
性
を
佛
と
名
付
け
、
自
性
の
有
す
る
種
々
な
る
歌
態
に
依
り

て

多
激
の
佛
名
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
多
数
の
佛
は
、

一
佛

の
多
面
で
あ
る
。

然
ら
ば
如
何
に
し
て
佛
と
な
り
、
如
何
に
し
て
見
性
す
べ
き
で

あ
る
か
、
般
若
第
二
に
曰
く
、

善
知
識
、
我
此
法
門
從

一
般
若
、
生
八
萬
四
千
智
慧
。
何
似
故
・

(
五

)
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六
狙
大
師

の
由
丁
心
思
想

爲
世
人
有
八
萬
四
千
塵
勢
、
若
無
塵
勢
智
慧
常
現
。
不
離
自
性

悟
此
法
者
、
即
是
無
念
無
憶
無
著
不
起
読
妄
、
用
自
眞
如
性
。

以
智
慧
観
照
於

一
切
法
、
不
取
不
捨
、
帥
是
見
性
成
佛
道
。

こ
れ
に
よ
つ
て
見
れ
ば
見
性
成
佛
の
道
は
、
.無
念
に
於
て
第
八
識

を
、
無
憶
に
於
て
第
七
識
を
、
無
著
に
於
て
第
六
識
を
、
不
起
謎

妄

に
於
て
前
五
識
を
打
破
し
て
、

一
眞
實
の
眞
如
性
を
以
て

一
切

諸
法
を
観
照
し
、
取
捨
憎
愛
の
念
な
き
境
に
至
る
。
こ
れ
が
見
性

成

佛
の
道
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
無

一
物
の
自
性
は
、
凡
て
の
相
樹
を
離
れ
た
る
不
生

不
滅
の
恒
久
性
に
し
て
、
然
も
よ
く
萬
法
を
生
じ
、
無
量
の
法
を

具

有
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
清
潭
の
絶
劃
性
が
外
的
に
顯
現
す

る
揚
合
種
々
な
る
佛
名
現
る
。
此
の
故
に
佛
と
は
自
性
の
有
す
る

所
の
功
徳
の
護
揚
に
他
な
ら
ぬ
。
而
し
て
其
の
自
性
を
求
む
る
に

は
、
外
に
向

つ
て
求
む
る
に
非
す
し
て
、
外
的
に
馳
す
る
心
を
止

む

れ
ば
自
性
の
禮
現
る
。
rこ
れ
が
見
性
成
佛
で
あ
る
と
述

べ
て
ゐ

る

の
で
あ
る
。
(
三
)

吾
人
は
藪
に
於
て
、
大
師
の
思
想
の
中
心
が
那
邊
に
あ
る
か
を

(
六

)

検
討
す
る
.こ
と
玉
す
る
。
そ
れ
は

「
直
指
人
心
見
性
成
佛
」
の
八

字
に
あ
る
と
思
ふ
。
前
述
の
如
く

「菩
提
自
性
本
來
清
.
但
用
此

心
直
了
成
佛
」
と
云
ひ
、
叉

「思
量
帥
不
中
用
見
性
之
人
言
下
須

見
。
」
と
行
由
第

一
に
述
べ
て
、
見
性
を
以
て
繹
の
眼
目
と
し
て
お

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
印
宗
の
問
に
答

へ
て
行
由
第

一
に
曰
く
、

黄
樂
付
囑
、
如
何
指
授
、
慧
能
日
、
指
授
即
無
,
惟
論
見
性
、

不
論
暉
定
解
脆
。

六
祀
の
法
門
は
右
の
如
く
、
不
二
の
法
を
明
に
す
る
の
で
あ
る
。

不
二
の
法
と
は
、
善
悪
因
果
等
の
差
別
を
立

て
玉
、
分
別
す
る
こ

と
を
止
め
、
直
に
法
の
根
源
に
達
す
る
こ
と
を
云
ふ
の
で
、
見
性

が
即
ち
不
二
の
法
に
達
し
た
塵
で
あ
る
。
中
宗
に
野
す
る
読
法
に

於
て
も
、
宣
詔
第
九
に
曰
く
、

「道
由
心
悟
量
在
坐
也
」
と
云
ふ

て
坐
暉
の
形
式
に
の
み
束
縛
せ
ら
れ
て
其
の
心
を
見
ざ
れ
ば
、
そ

れ
は
邪
道
を
行
す
る
の
で
あ
る
と
云
ひ
、
偏

に
見
性
の

哺
大
事
を

読
き
へ

一
切
善
悪
の
心
を
去
つ
て
、
自
然
に
清
澤
の
眞
諦
に
得
入

せ
よ
と
渤
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
大
師
臨
絡
の
読
法
に
於

て
も
,
付
囑

第
十
に

「
有
道
者
得
無
心
者
通
」
と
述

べ
、

大
師
末
期
の
読
法
に

於
て
も
、
付
囑
第
十
に
左
の
如
く
論
い
て
ゐ
る
。
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汝
等
諦
蕗
、
後
代
迷
人
、
若
識
衆
生
、
帥
是
佛
性
、
若
不
識
衆

生
、
萬
劫
覧
佛
難
逢
。
吾
今
敏
汝
、
識
自
心
衆
生
、
見
自
心
佛

性
。
欲
求
見
佛
、
但
識
衆
生
、
只
爲
衆
生
迷
佛
非
是
、
佛
迷
衆

生
。
自
性
若
悟
、
衆
生
是
佛
、
自
性
若
迷
、
佛
是
衆
生
、
自
性

卒
等
、
衆
生
是
佛
、
自
性
邪
険
…、
佛
是
衆
生
〇

一
切
衆
生
に
須
く
見
性
成
佛
せ
よ
と
付
囑
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
見

て
も
、
如
何
に
六
組
が
見
性
の
二
字
を
、
力
論
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か

を
窺

ふ
に
充
分
で
あ
る
。
行
由
第

一
に
、

組
知
悟
本
性
、
謂
慧
能
日
、
不
識
本
心
、
學
法
無
盆
。
若
識
自

本
心
、
見
自
本
心
、
帥
名
丈
夫
天
人
師
佛
。

と
論
き
自
性
の
徹
見
こ
そ
成
佛
す
る
直
路
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

ゐ
る
。
般
若
第
二
に
、

善
知
識
、
我
於
忍
和
伺
慮
、
一
聞
言
下
便
悟
、
頓
見
眞
如
本
性
。

是
以
將
此
教
法
流
行
、
令
學
道
者
、
頓
悟
菩
提
、
各
自
観
心
、

自
見
本
性
◎
若
自
不
悟
、
須
寛
大
善
知
識
。
解
脱
最
上
乗
法
者

直
示
正
路
、
是
善
知
識
、
有
大
因
縁
、
所
謂
化
導
、
令
得
見
性

一
切
善
法
、
因
善
知
識
能
獲
起
故
。
三
世
諸
佛
、
十
二
部
経
、

在
人
性
中
、
本
自
具
有
。

六
組
大
師
の
中
心
思
想

と
見
性
を
力
読
し
て
ゐ
る
。

斯
の
如
く
彼
の
思
想
は
悉
く
見
性
を
根
本
と
し
て
、
展
開
さ
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
自
性
を
以
つ
で
.

一
切
法
の
中
心
と
な

し
、
見
性
を
宗
教
的
に
も
、
哲
學
的
に
も
、
そ
の
解
決
窯
と
な
せ

る
の
で
あ
る
。

「
若
違
吾
敢
縦
吾
在
世
亦
無
有
盆
」
と
付
囑
せ
ら

れ
て
ゐ
る
の
は
、
大
い
に
味
ふ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

(
七

)
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